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＜仮説＞未就学児童と小学生のインフルエンザ A の罹患が減ると全年令でのインフルエンザ A の罹患も減る 
 






の流行初期における増加速度 growth rate (GR)を計算し、流行初期における年令層別発症者の比率と GR の
関係から、この時期での流行伝播がどの年令層の影響を大きく受けているのかを検証した。 
 
＜結果＞2011/12 シーズンと 2012/13 シーズンはどちらもインフルエンザ A は H3N2 が流行の主体であった
が、未就学児童と小学生の罹患者は前シーズンが 461 例と 538 例だったのが、後シーズンで 212 例と 224 例
へと有意に減少した。それに伴い、前シーズンの総罹患者は 2092 例、後シーズンの総罹患者は 1846 例と有
意に減少した。GR の比較では前シーズンに比して後シーズンは有意に減少していた。GR の小学校区別の解







＜考察＞今回我々は秋田県大館市で同じ H3N2 を流行の主体とした 2 シーズンにわたるインフルエンザの検
証を行った。後シーズンで未就学児童と小学生のインフルエンザ罹患が減少すると総罹患数も減少した。これ









＜結論＞「未就学児童と小学生のインフルエンザ A の罹患が減ると全年令でのインフルエンザ A の罹患も減
る」という我々が立てた仮説は大館市での検証においては実証されなかった。しかし、今回の検証の過程にお
いて、地域におけるインフルエンザ A の流行には小学生以下の児童、特に小学生の関与する部分が大きいこ
とが分かったといえる。今回の検証結果はインフルエンザの伝播阻止と予防における公衆衛生対策を考慮する
上で大きく役立つものと考える。 
